「災害に強い地域を考える集い」実施要領
【趣旨・目的等】
人口減少や高齢化の進行により、住民の生活に必要な生活サービスや機能を維持することが困難になってきている状況の中、昨年８月の台風第７号の被災による道路崩壊や橋の崩落、農地への土砂流入等により佐治地域での生活に支障があるとして、益々人口流失が懸念されるところであります。そのため、安全安心な暮らしを守り、地域コミュニティを維持して持続可能な地域づくりを目指すための取組の一つとして、台風7号の大雨による甚大な災害を経験して今後の佐治地域の災害に対する備えや取り組むべき課題等について話し合うなど「災害に強いまちづくり」に住民が一体となって取り組むことで地理地形的条件は不利であっても佐治町で暮らし、住み続けていくことの仕組みやモチベーションを高め、災害を乗り越え、人口減少や高齢化が進行してもこれからも安心して佐治町に住み続けていけることを目指す。
【主催】災害に強い佐治町創り事業実行委員会（会長　小谷　繁喜）
【日時】令和６年３月10日(日) 13時30分～16時25分
【場所】プラザ佐治記念ホール（鳥取市佐治町総合支所隣り）
【内容・日程】
○開会行事（13：30～13：35）
○講演（13：35～14：05）
演題　「災害に備えて、ふだんから私たちに出来ること～過去の災害から学ぶ～」
講師　鳥取県災害福祉支援センター　特任参事　白鳥　孝太氏
○報告発表（14：05～14：25）
　　　　「佐治町における台風第７号被災の災害復旧について」
鳥取県令和５年台風第７号災害復旧・復興本部鳥取市佐治町現地事務所　所長　奥本 倫久氏
「先進事例視察調査報告及びｱﾝｹｰﾄ調査の集計結果概要について」
          災害に強い佐治町創り事業実行委員会　事務局長　藤原　俊文
（休憩５分程度）
○防災ゲーム（14：30～15：20）
「防災クロスロード」※５～６人程度のグループに分かれて
　　　　　　講師　鳥取県災害福祉支援センター　白鳥 孝太氏
○防災ワーキング（15：20～16：10） ※５～６人程度のグループに分かれて
　　　　　「台風第７号の大雨による甚大な災害を経験して、今後の佐治地域の災害に対する
備えや取り組むべき課題等について」
　　　　　　コーディネーター　株式会社ｲﾐｶ 原田　博一氏
[bookmark: _GoBack]　○グループ毎による発表（16：10～16：20）コーディネーター　株式会社ｲﾐｶ 原田　博一氏
　○閉会行事（16：20～16：25）
